
大学入学共通テストにおける「実用的な文章」の扱
い : 四年分の出題から考える

言語: ja

出版者: 

公開日: 2024-03-13

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 熊谷, 芳郎

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.32150/0002000139URL



（15）

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る「
実
用
的
な
文
章
」の
扱
い

ー
四
年
分
の
出
題
か
ら
考
え
る
ー

熊

谷

芳

郎

問
題
提
起

今
年
度
も
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
「
共
通
テ
ス
ト
」
と
表
記
す

る
）
が
一
月
一
三
日
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
を
伝
え
る
『
朝
日
新
聞
』
は
、「
32

年
ぶ
り
50
万
人
割
れ
５
教
科
７
科
目
最
後

共
通
テ
ス
ト
開
始
」
と
の
見

出
し
を
付
け
た
（
東
京
版

二
〇
二
四
年
一
月
一
四
日

朝
刊
）
。
さ
ら
に

記
事
中
の
小
見
出
し
に
は
、「
石
川
の
受
験
生
『
全
て
出
す
』
」「
世
界
史
Ｂ

『
易
化
』
■
国
語
『
実
用
的
文
章
』
な
し
」
と
あ
る
。
本
稿
で
考
え
た
い
の

は
、
こ
の
小
見
出
し
に
あ
る
「
国
語
「
実
用
的
文
章
」
な
し
」
が
適
切
で
あ

る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

記
事
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

国
語
で
は
、
今
年
も
「
実
用
的
な
文
章
」
を
読
み
解
い
て
答
え
る
問
題

は
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
実
用
的
な
文
章
と
は
、
従
来
の
試
験
で
お
な
じ

み
の
評
論
や
小
説
で
は
な
く
、
契
約
書
や
学
校
新
聞
、
生
徒
会
規
約
と

い
っ
た
実
生
活
に
関
わ
り
が
深
い
文
章
や
資
料
を
指
す
。

こ
の
記
事
か
ら
、
次
の
三
点
が
課
題
と
し
て
読
み
取
れ
る
。

一
「
実
用
的
な
文
章
」
と
は
ど
の
よ
う
な
文
章
な
の
か
。

二
「
実
用
的
な
文
章
」
は
共
通
テ
ス
ト
に
出
題
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の

か
。

三
「
『
実
用
的
な
文
章
』
を
読
み
解
い
て
答
え
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。

本
稿
で
は
こ
の
三
点
に
つ
い
て
、
共
通
テ
ス
ト
を
巡
る
こ
れ
ま
で
の
経

緯
も
踏
ま
え
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
「
実
用
的
な
文
章
」
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
共
通
テ
ス
ト
に
変
わ
る
前
後
を
中
心
に
、
こ
れ

ま
で
も
し
ば
し
ば
話
題
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
共
通
テ
ス
ト
も
四
回

目
の
実
施
と
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
「
実
用
的
な
文
章
」
の
扱
わ
れ
方
に
つ
い
て

そ
の
具
体
的
な
方
向
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
共

通
テ
ス
ト
が
「
実
用
的
な
文
章
」
を
ど
の
よ
う
に
扱
お
う
と
し
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
具
体
的
な
考
察
を
加
え
る
べ
き
時
期
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
。ま

だ
四
回
の
実
施
し
か
な
い
と
い
う
捉
え
方
か
ら
、
や
や
時
期
尚
早
と

い
う
批
判
も
あ
る
と
い
う
危
惧
は
も
つ
も
の
の
、
受
験
指
導
に
当
た
る
高

（14）

性
の
本
質
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
読
者
の
心
に
感
動

を
あ
た
え
る
か
ら
と
言
え
よ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
古
典
は
人
間
の
心
の
歴

史
を
直
接
言
語
を
通
し
て
我
々
に
語
り
か
け
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
」（
大
矢
武

師
・
瀬
戸
仁
編
著
『
高
等
学
校
に
お
け
る
古
典
（
古
文
・
漢
文
）指
導
の
理
論
と

実
践
』
（
一
九
七
九
年
五
月

明
治
書
院

四
七
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

四

文
部
省
『
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
版

中
学
校
高
等
学
校
学
習
指

導
要
領

国
語
科
編
（
試
案
）
』
（
一
九
五
一
年
一
〇
月

中
央
書
籍
株
式
会
社
）

の「
第
七
章

漢
文
の
学
習
指
導
」
に
は
、「

一
）
漢
民
族
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

文
語
体
の
詩
文
。
／

二

そ
れ
を
学
ん
で
作
ら
れ
た
文
語
体
の
詩
文
。
／

三

日
本
語
を
混
じ
た
漢
字
の
み
の
文
」
（
二
〇
七
頁

／
は
改
行
を
示
す―

渡
辺
）
と
あ
る
。

五

例
え
ば
、
鎌
田
正
「
古
典
と
し
て
の
漢
文
教
育
の
意
義
」
（
鎌
田
正
編
『
漢

文
教
育
の
理
論
と
指
導
』
一
九
七
二
年
二
月

大
修
館
書
店

三
頁
）
に
お
い

て
、
鎌
田
正
は
、
漢
文
を「
中
国
人
の
作
に
な
る
漢
籍
」
と
し
、「
漢
籍
古
典
は

わ
が
国
の
文
化
の
源
泉
で
あ
り
、
わ
が
国
文
古
典
を
生
み
出
し
た
基
本
古
典
で

も
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
漢
籍
古
典
は
わ
が
国
の
古
典
の
古
典
と
も

い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
わ
が
国
の
古
典
と
見
な
す
こ
と
は
理
の
当
然

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
高
等
学
校
国
語
科
教
育

研
究
講
座

第
十
一
巻
』
（
一
九
七
四
年
一
〇
月

有
精
堂
）
の
教
材
項
目
に

日
本
漢
文
は
な
く
、
書
中
多
く
の
論
稿
が
漢
文
を
定
義
づ
け
は
な
い
も
の
の
中

国
漢
文
と
し
て
述
べ
て
い
る
。

六

安
藤
信
廣
「
お
わ
り
に
」
（
安
藤
信
廣
『
漢
文
を
読
む
本
』
一
九
八
九
年
一

月

三
省
堂
）
に
、「
藤
井
貞
和
氏
の『
古
典
を
読
む
本
』
か
ら
、
多
く
の
教
示
を

得
た
」
（
二
一
八
頁
）
と
あ
る
。

七

藤
井
貞
和
『
古
典
を
読
む
本
』
（
一
九
八
七
年
七
月

三
省
堂

ⅲ
頁
・
六

頁
参
照
）

八

関
口
安
義
『
国
語
教
育
と
読
者
論
』
（
一
九
八
六
年
二
月

明
治
図
書

二
二
頁
）

九

中
西
清
『
漢
文
の
単
元
学
習
』
（
一
九
五
〇
年
二
月

金
子
書
房

七
頁
）

一
〇

大
村
は
ま「
巻
頭
言

古
典
も
現
代
文
も
学
習
材
と
し
て
は
同
じ
に
」

（『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
二
四
四
号

一
九
九
二
年
八
月

日
本
国
語
教
育

学
会

一
頁
）

一
一

加
藤
宏
文
『
高
等
学
校

私
の
国
語
教
室―

主
題
単
元
学
習
の
構
築

―

』
（
一
九
八
八
年

右
文
書
院

四
頁
）

一
二

浜
本
純
逸
編
・
加
藤
宏
文
『
生
き
る
力
に
培
う
「
主
題
」
単
元
学
習
』

（
一
九
九
九
年
四
月

明
治
図
書

一
五
一
頁
）

一
三

大
村
は
ま
の
教
材
の
ユ
ニ
ッ
ト
化
は
、『
大
村
は
ま
国
語
教
室
』
全
一
五

巻

一
九
八
二―

八
五
年

筑
摩
書
房
）
に
見
え
る
。
他
に
世
羅
博
昭
『
「
源
氏

物
語
」
学
習
指
導
の
研
究
』
一
九
八
九
年
一
月

溪
水
社
）
、
牧
本
千
雅
子
『
ひ

び
き
あ
う
国
語
教
室
を
求
め
て
』
（
二
〇
〇
二
年
九
月

友
月
書
房
）
、
片
桐

啓
恵
「
教
室
に
声
を
取
り
戻
す
た
め
に―

群
読
『
『
平
家
物
語
』
の
群
像
』
を
中

心
に―

」
（『
国
語
教
育
研
究
』
二
九
号

一
九
八
五
年
六
月

広
島
大
学
教
育

学
部
光
葉
会
）
等
が
教
材
の
開
発
、
編
成
に
取
り
組
み
、
単
元
学
習
を
展
開
し

た
実
践
事
例
を
報
告
し
て
い
る
。
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校
の
教
育
現
場
に
関
わ
る
人
た
ち
、
な
に
よ
り
こ
れ
か
ら
受
験
を
控
え
る

受
験
生
へ
の
負
担
や
不
安
を
軽
減
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
考
察
を
進

め
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
共
通
テ
ス
ト
で
は
（
そ
の
前
の
「
大
学
セ
ン
タ
ー
試
験
」
で
も
同

様
で
あ
っ
た
が
）
、
実
施
回
は
年
度
で
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば

第
一
回
の
共
通
テ
ス
ト
は
令
和
三
年
度
と
し
て
令
和
四
年
の
一
月
に
実
施

さ
れ
た
。
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
実
施
回
は
実
施
さ
れ
た
年

で
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
回
の
共
通
テ
ス
ト
は
「
令
和

四
年
一
月
実
施
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
「
実
用
的
な
文
章
」と
は
ど
の
よ
う
な
文
章
な
の
か
。

「
実
用
的
な
文
章
」
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
文
章
な
の
か
、
『
朝
日

新
聞
』
が
述
べ
る
「
契
約
書
や
学
校
新
聞
、
生
徒
会
規
約
と
い
っ
た
実
生
活

に
関
わ
り
が
深
い
文
章
や
資
料
」
と
の
説
明
は
ど
れ
ほ
ど
妥
当
な
も
の
な

の
か
を
ま
ず
確
認
す
る
。
そ
れ
に
は
、
『
学
習
指
導
要
領
』
で
「
実
用
的
な

文
章
」
が
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
か
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

二
〇
一
八
年
告
示
の
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
』
（
以
下
『
二
〇
一
八

年
版
』
）
で
は
、
必
履
修
科
目
「
言
語
文
化
」
の
「
Ｂ

読
む
こ
と
」
の
指

導
事
項
と
し
て
「
ア

文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
な

ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
る
こ
と
。
」
と
い
う
項
目
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
解
説
と
な
る
同
版
の
『
高
等
学
校
学
習
指
導

要
領
解
説

国
語
編
』
（
以
下
『
二
〇
一
八
年
版
解
説
』
）
で
は
、
こ
の
記

述
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

文
章
の
種
類
に
は
、
文
語
文
と
口
語
文
、
韻
文
体
と
散
文
体
、
和
文
体

の
文
章
と
漢
文
体
の
文
章
と
翻
訳
文
体
の
文
章
な
ど
の
文
体
に
よ
る
整

理
や
、
実
用
的
な
文
章
、
論
理
的
な
文
章
、
文
学
的
な
文
章
な
ど
書
き
手

の
目
的
や
意
図
、
虚
構
性
の
有
無
な
ど
に
よ
る
整
理
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
文
章
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
ち
、
文
章
の
用
途
に
応
じ
て
適
宜

用
い
ら
れ
る
。
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
る
と
は
、
対
象
と
な
る
文
章
が
、

こ
れ
ら
の
ど
れ
に
属
し
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
か
を
把
握

し
て
お
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
（
傍
線
は
熊
谷
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

こ
こ
で
は
、
文
章
を
「
実
用
的
な
文
章
」
「
論
理
的
な
文
章
」
「
文
学
的

な
文
章
」
の
三
種
類
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
読
み
方
を
身
に
つ

け
る
指
導
を
求
め
て
い
る
。

同
じ
必
履
修
科
目
の
「
現
代
の
国
語
」
に
も
「
Ｃ

読
む
こ
と
」
の
指
導

事
項
と
し
て
「
ア

文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
論
理
の
展

開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
、
要
旨
や
要
点
を
把
握
す
る

こ
と
。
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て

い
る
。文

章
の
種
類
と
は
、
こ
こ
で
は
現
代
の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る

論
理
的
な
文
章
や
実
用
的
な
文
章
を
指
す
。
論
理
的
な
文
章
と
は
、
現

代
の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
、
説
明
文
、
論
説
文
や
解
説
文
、
評

論
文
、
意
見
文
や
批
評
文
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
実
用
的
な
文

章
と
は
、
一
般
的
に
は
、
具
体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね
ら
い
を
達
す
る
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た
め
に
書
か
れ
た
文
章
の
こ
と
で
あ
り
、
新
聞
や
広
報
誌
な
ど
報
道
や

広
報
の
文
章
、
案
内
、
紹
介
、
連
絡
、
依
頼
な
ど
の
文
章
や
手
紙
の
ほ

か
、
会
議
や
裁
判
な
ど
の
記
録
、
報
告
書
、
説
明
書
、
企
画
書
、
提
案
書

な
ど
の
実
務
的
な
文
章
、
法
令
文
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
宣
伝
の
文

章
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な
文
章
や
電
子

メ
ー
ル
の
多
く
も
、
実
務
的
な
文
章
の
一
種
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

論
理
的
な
文
章
も
実
用
的
な
文
章
も
、
小
説
、
物
語
、
詩
、
短
歌
、
俳
句

な
ど
の
文
学
的
な
文
章
を
除
い
た
文
章
で
あ
る
。（
ゴ
チ
ッ
ク
は
原
文
に

よ
る
）

こ
の
説
明
で
「
論
理
的
な
文
章
も
実
用
的
な
文
章
も
、
小
説
、
物
語
、
詩
、

短
歌
、
俳
句
な
ど
の
文
学
的
な
文
章
を
除
い
た
文
章
で
あ
る
。
」
と
あ
る
よ

う
に
、
文
種
は
三
種
類
に
分
け
ら
れ
、
「
文
学
的
な
文
章
」
以
外
が
「
論
理

的
な
文
章
」
「
実
用
的
な
文
章
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
「
論

理
的
な
文
章
」
は
「
説
明
文
、
論
説
文
や
解
説
文
、
評
論
文
、
意
見
文
や
批

評
文
な
ど
の
こ
と
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
実
用
的
な
文
章
」
と
は
「
具

体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね
ら
い
を
達
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
の
こ
と
」

だ
と
し
て
い
る
。
「
説
明
文
、
論
説
文
や
解
説
文
、
評
論
文
、
意
見
文
や
批

評
文
な
ど
」
が
「
具
体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね
ら
い
を
達
す
る
た
め
に
書

か
れ
た
文
章
」
で
は
な
い
の
か
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
は
そ

の
議
論
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

「
論
理
的
な
文
章
」
が
「
説
明
文
、
論
説
文
や
解
説
文
、
評
論
文
、
意
見

文
や
批
評
文
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
」
の
に
対
し
て
、
「
実
用
的
な
文
章
」
と

は
「
新
聞
や
広
報
誌
な
ど
報
道
や
広
報
の
文
章
、
案
内
、
紹
介
、
連
絡
、
依

頼
な
ど
の
文
章
や
手
紙
の
ほ
か
、
会
議
や
裁
判
な
ど
の
記
録
、
報
告
書
、
説

明
書
、
企
画
書
、
提
案
書
な
ど
の
実
務
的
な
文
章
、
法
令
文
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
、
宣
伝
の
文
章
な
ど
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な
文
章
や
電

子
メ
ー
ル
の
多
く
も
、
実
務
的
な
文
章
の
一
種
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
例
示
さ
れ
て
い
る
。
「
実
用
的
な
文
章
」
と
「
実
務
的
な
文
章
」
と
が
ど

の
よ
う
に
異
な
る
の
か
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
議
論
に
も

立
ち
入
ら
な
い
。

こ
こ
で
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
実
用
的
な
文
章
」
と
は
「
具
体
的
な
何
か

の
目
的
や
ね
ら
い
を
達
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
」
で
あ
り
、
「
報
道
や

広
報
の
文
章
」
か
ら
「
電
子
メ
ー
ル
」
ま
で
の
か
な
り
広
範
囲
な
文
章
を
含

ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
『
朝
日
新
聞
』
の
「
実
生
活
に
関
わ
り
が
深
い
文

章
や
資
料
」
は
ほ
ぼ
『
二
〇
一
八
年
版
解
説
』
を
受
け
て
い
る
が
、
記
事
前

半
の
「
契
約
書
や
学
校
新
聞
、
生
徒
会
規
約
」
と
い
う
具
体
例
は
『
二
〇
一

八
年
版
解
説
』
の
記
事
を
か
な
り
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
、
「
実
用
的
な
文
章
」
と
い
う
語
句
は
、
『
二
〇
一
八
年
版
』
で

初
め
て
登
場
し
た
も
の
で
は
な
い
。
二
〇
〇
九
年
告
示
『
学
習
指
導
要
領
』

（
以
下
『
二
〇
〇
九
年
版
』
）
の
必
履
修
科
目
「
国
語
総
合
」
の
「
読
む
こ

と
」
の
指
導
事
項
と
し
て
「
ア

文
章
の
内
容
や
形
態
に
応
じ
た
表
現
の

特
色
に
注
意
し
て
読
む
こ
と
。
」
と
い
う
項
目
が
挙
げ
ら
れ
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
同
版
の
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説

国
語
編
』
（
以
下
『
二
〇

〇
九
年
版
解
説
』
）
で
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（16）

校
の
教
育
現
場
に
関
わ
る
人
た
ち
、
な
に
よ
り
こ
れ
か
ら
受
験
を
控
え
る

受
験
生
へ
の
負
担
や
不
安
を
軽
減
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
考
察
を
進

め
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
共
通
テ
ス
ト
で
は
（
そ
の
前
の
「
大
学
セ
ン
タ
ー
試
験
」
で
も
同

様
で
あ
っ
た
が
）
、
実
施
回
は
年
度
で
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば

第
一
回
の
共
通
テ
ス
ト
は
令
和
三
年
度
と
し
て
令
和
四
年
の
一
月
に
実
施

さ
れ
た
。
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
実
施
回
は
実
施
さ
れ
た
年

で
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
回
の
共
通
テ
ス
ト
は
「
令
和

四
年
一
月
実
施
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
「
実
用
的
な
文
章
」と
は
ど
の
よ
う
な
文
章
な
の
か
。

「
実
用
的
な
文
章
」
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
文
章
な
の
か
、
『
朝
日

新
聞
』
が
述
べ
る
「
契
約
書
や
学
校
新
聞
、
生
徒
会
規
約
と
い
っ
た
実
生
活

に
関
わ
り
が
深
い
文
章
や
資
料
」
と
の
説
明
は
ど
れ
ほ
ど
妥
当
な
も
の
な

の
か
を
ま
ず
確
認
す
る
。
そ
れ
に
は
、
『
学
習
指
導
要
領
』
で
「
実
用
的
な

文
章
」
が
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
か
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

二
〇
一
八
年
告
示
の
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
』
（
以
下
『
二
〇
一
八

年
版
』
）
で
は
、
必
履
修
科
目
「
言
語
文
化
」
の
「
Ｂ

読
む
こ
と
」
の
指

導
事
項
と
し
て
「
ア

文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
な

ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
る
こ
と
。
」
と
い
う
項
目
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
解
説
と
な
る
同
版
の
『
高
等
学
校
学
習
指
導

要
領
解
説

国
語
編
』
（
以
下
『
二
〇
一
八
年
版
解
説
』
）
で
は
、
こ
の
記

述
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

文
章
の
種
類
に
は
、
文
語
文
と
口
語
文
、
韻
文
体
と
散
文
体
、
和
文
体

の
文
章
と
漢
文
体
の
文
章
と
翻
訳
文
体
の
文
章
な
ど
の
文
体
に
よ
る
整

理
や
、
実
用
的
な
文
章
、
論
理
的
な
文
章
、
文
学
的
な
文
章
な
ど
書
き
手

の
目
的
や
意
図
、
虚
構
性
の
有
無
な
ど
に
よ
る
整
理
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
文
章
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
ち
、
文
章
の
用
途
に
応
じ
て
適
宜

用
い
ら
れ
る
。
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
る
と
は
、
対
象
と
な
る
文
章
が
、

こ
れ
ら
の
ど
れ
に
属
し
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
か
を
把
握

し
て
お
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
（
傍
線
は
熊
谷
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

こ
こ
で
は
、
文
章
を
「
実
用
的
な
文
章
」
「
論
理
的
な
文
章
」
「
文
学
的

な
文
章
」
の
三
種
類
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
読
み
方
を
身
に
つ

け
る
指
導
を
求
め
て
い
る
。

同
じ
必
履
修
科
目
の
「
現
代
の
国
語
」
に
も
「
Ｃ

読
む
こ
と
」
の
指
導

事
項
と
し
て
「
ア

文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
論
理
の
展

開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
、
要
旨
や
要
点
を
把
握
す
る

こ
と
。
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て

い
る
。文

章
の
種
類
と
は
、
こ
こ
で
は
現
代
の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る

論
理
的
な
文
章
や
実
用
的
な
文
章
を
指
す
。
論
理
的
な
文
章
と
は
、
現

代
の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
、
説
明
文
、
論
説
文
や
解
説
文
、
評

論
文
、
意
見
文
や
批
評
文
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
実
用
的
な
文

章
と
は
、
一
般
的
に
は
、
具
体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね
ら
い
を
達
す
る

（17）
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こ
こ
で
の
文
章
の
「
形
態
」
と
は
、
文
学
的
な
文
章
（
詩
歌
、
小
説
、
随

筆
、
戯
曲
な
ど
）
、
論
理
的
な
文
章
（
説
明
、
論
説
、
評
論
な
ど
）
、
実
用

的
な
文
章
（
記
録
、
報
告
、
報
道
、
手
紙
な
ど
）
の
こ
と
を
指
す
。
文
章

の
内
容
や
形
態
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
な
「
表
現
の
特
色
」
が
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
小
説
の
場
合
の
特
色
と
し
て
は
、
長
編
小
説
か
短
編

小
説
か
の
違
い
に
よ
る
も
の
、
書
か
れ
た
時
代
の
違
い
に
よ
る
も
の
な

ど
の
ほ
か
、
描
写
や
会
話
な
ど
の
中
に
お
け
る
、
擬
人
法
を
は
じ
め
と

し
た
比
喩
、
反
復
、
倒
置
な
ど
の
表
現
の
技
法
、
感
覚
的
な
語
句
や
表
現

の
使
用
、
文
の
長
短
な
ど
と
い
う
、
書
き
手
の
工
夫
に
よ
る
も
の
な
ど

が
あ
る
。

こ
こ
で
も
文
章
の
「
形
態
」
は
「
文
学
的
な
文
章
（
詩
歌
、
小
説
、
随
筆
、

戯
曲
な
ど
）
、
論
理
的
な
文
章
（
説
明
、
論
説
、
評
論
な
ど
）
、
実
用
的
な

文
章
（
記
録
、
報
告
、
報
道
、
手
紙
な
ど
）
」
の
三
種
類
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
実
用
的
な
文
章
」
の
具
体
例
と
し
て
「
記
録
、
報
告
、
報
道
、

手
紙
な
ど
」
が
示
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
、
『
二
〇
〇
九
年
版
』
で
は
、
「
読
む
こ
と
」
の
言
語
活
動
例
と

し
て
「
ウ
現
代
の
社
会
生
活
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
実
用
的
な
文
章
を
読

ん
で
内
容
を
理
解
し
、
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
話
し
合
う
こ
と
。
」
が
示
さ

れ
、
そ
の
解
説
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
実
用
的
な
文
章
」
と
は
、
一
般
的
に
は
、
具
体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね

ら
い
を
達
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
報
道
や

広
報
の
文
章
、
案
内
、
紹
介
、
連
絡
、
依
頼
な
ど
の
文
章
や
手
紙
の
ほ
か
、

会
議
や
裁
判
な
ど
の
記
録
、
報
告
書
、
説
明
書
、
企
画
書
、
提
案
書
な
ど

の
実
務
的
な
文
章
、
法
律
の
条
文
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
宣
伝
の
文
章

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な
文
章
や
電
子
メ

ー
ル
の
多
く
も
、
実
用
的
な
文
章
の
一
種
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
社
会
生
活
で
は
実
に
多
様
な
実
用
的
な
文
章

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
に
接
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

を
的
確
に
読
み
取
り
、
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
自
分
の
考
え

を
も
ち
、
話
し
合
う
の
が
こ
の
言
語
活
動
で
あ
る
。

「
実
用
的
な
文
章
」
と
は
「
一
般
的
に
は
、
具
体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね

ら
い
を
達
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
」
と
あ
り
、
そ
の
具
体
例
も
「
報
道

や
広
報
の
文
章
、
案
内
、
紹
介
、
連
絡
、
依
頼
な
ど
の
文
章
や
手
紙
の
ほ
か
、

会
議
や
裁
判
な
ど
の
記
録
、
報
告
書
、
説
明
書
、
企
画
書
、
提
案
書
な
ど
の

実
務
的
な
文
章
、
法
律
の
条
文
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
宣
伝
の
文
章
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な
文
章
や
電
子
メ
ー
ル
の
多
く
」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
『
二
〇
一
八
年
版
解
説
』
は
こ
の
記
述
を
踏
ま
え
た
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
実
用
的
な
文
章
」
に
関
す
る
記
述
は
『
二
〇
〇
九
年
版
』

に
既
に
見
ら
れ
、
『
二
〇
一
八
年
版
』
に
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
し
て
踏
襲
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

二
「
実
用
的
な
文
章
」
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
出
題
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
の
か
。

（18）
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で
は
、「
実
用
的
な
文
章
」
が
こ
れ
ま
で
の
共
通
テ
ス
ト
に
出
題
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

ま
ず
取
り
上
げ
た
い
の
が
、
令
和
四
年
一
月
の
第
二
回
の
共
通
テ
ス
ト
問
題

で
あ
る
（
令
和
三
年
度
（
第
一
回
）
の
共
通
テ
ス
ト
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
対
策
と
し
て
本
試
験
が
二
回
実
施
さ
れ
た
）
。
こ
こ
で
は
、
第
二
問
の
問
五

に
、
問
題
文
中
の「
案
山
子
」
に
つ
い
て
国
語
辞
典
と
歳
時
記
の
内
容
を
整
理
し

た「
ノ
ー
ト
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

●
国
語
辞
典
に
あ
る
「
案
山
子
」
の
意
味

○ア
竹
や
藁わ

ら

な
ど
で
人
の
形
を
造
り
、
田
畑
に
立
て
て
、
鳥
獣
が
寄
る

の
を
お
ど
し
防
ぐ
も
の
。
と
り
お
ど
し
。
季
語
・
秋

○イ
見
か
け
ば
か
り
も
っ
と
も
ら
し
く
て
、
役
に
立
た
な
い
人
。

●
歳
時
記
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
案
山
子
と
雀
の
俳
句

ａ
「
案
山
子
立
つ
れ
ば
群
雀
空
に
し
づ
ま
ら
ず
」
（
飯
田
蛇
笏

だ

こ

つ

）

ｂ
「
稲
雀
追
ふ
力
な
き
案
山
子
か
な
」
（
高
浜
年
尾
）

ｃ
「

某
そ
れ
が
し

は
案
山
子
に
て

候
そ
う
ろ
う

雀
殿
」（
夏
目
漱
石
）

●
解
釈
の
メ
モ

ａ

遠
く
に
い
る
案
山
子
に
脅
か
さ
れ
て
雀
が
群
れ
騒
ぐ
風

景
。

ｂ

雀
を
追
い
払
え
な
い
案
山
子
の
様
子
。

ｃ

案
山
子
が
雀
に
対
し
て
虚
勢
を
張
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
様
子
。

↓
 

●
「
案
山
子
」
と
「
雀
」
の
関
係
に
注
目
し
、
看
板
に
対
す
る
「
私
」
の

認
識
を
捉
え
る
た
め
の
観
点
。

・
看
板
を
家
の
窓
か
ら
見
て
い
た
時
の
「
私
」→

Ｘ

・
看
板
に
近
づ
い
た
時
の
「
私
」

→

Ｙ

こ
の
文
章
に
続
け
て
、
空
欄
に
入
る
内
容
の
組
み
合
わ
せ
を
選
ぶ
問
題

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
国
語
辞
典
と
歳
時
記
の
内
容
を
「
整
理

し
た
」
ノ
ー
ト
を
読
み
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
語
辞
典
も
歳

時
記
も
、
『
二
〇
一
八
年
版
解
説
』
に
あ
っ
た
「
小
説
、
物
語
、
詩
、
短
歌
、

俳
句
な
ど
の
文
学
的
な
文
章
を
除
い
た
文
章
」
で
あ
り
、
「
論
理
的
な
文

章
」
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
「
実
用
的
な
文
章
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
特
に
歳
時
記
は
俳
句
を
扱
っ
て
は
い
る
が
、
俳
句
に
つ
い
て
説
明
し

た
文
章
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
『
二
〇
〇
九

年
版
解
説
』
に
あ
っ
た
「
具
体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね
ら
い
を
達
す
る
た

め
に
書
か
れ
た
文
章
」
と
し
て
の
「
実
用
的
な
文
章
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

た
し
か
に
、
こ
こ
で
は
「
国
語
辞
典
」
「
歳
時
記
」
の
文
章
そ
の
も
の
が

提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
内
容
を
「
整
理
し
た
」

ノ
ー
ト
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
徒
の
作
成
し
た
「
ノ
ー

（18）

こ
こ
で
の
文
章
の
「
形
態
」
と
は
、
文
学
的
な
文
章
（
詩
歌
、
小
説
、
随

筆
、
戯
曲
な
ど
）
、
論
理
的
な
文
章
（
説
明
、
論
説
、
評
論
な
ど
）
、
実
用

的
な
文
章
（
記
録
、
報
告
、
報
道
、
手
紙
な
ど
）
の
こ
と
を
指
す
。
文
章

の
内
容
や
形
態
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
な
「
表
現
の
特
色
」
が
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
小
説
の
場
合
の
特
色
と
し
て
は
、
長
編
小
説
か
短
編

小
説
か
の
違
い
に
よ
る
も
の
、
書
か
れ
た
時
代
の
違
い
に
よ
る
も
の
な

ど
の
ほ
か
、
描
写
や
会
話
な
ど
の
中
に
お
け
る
、
擬
人
法
を
は
じ
め
と

し
た
比
喩
、
反
復
、
倒
置
な
ど
の
表
現
の
技
法
、
感
覚
的
な
語
句
や
表
現

の
使
用
、
文
の
長
短
な
ど
と
い
う
、
書
き
手
の
工
夫
に
よ
る
も
の
な
ど

が
あ
る
。

こ
こ
で
も
文
章
の
「
形
態
」
は
「
文
学
的
な
文
章
（
詩
歌
、
小
説
、
随
筆
、

戯
曲
な
ど
）
、
論
理
的
な
文
章
（
説
明
、
論
説
、
評
論
な
ど
）
、
実
用
的
な

文
章
（
記
録
、
報
告
、
報
道
、
手
紙
な
ど
）
」
の
三
種
類
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
実
用
的
な
文
章
」
の
具
体
例
と
し
て
「
記
録
、
報
告
、
報
道
、

手
紙
な
ど
」
が
示
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
、
『
二
〇
〇
九
年
版
』
で
は
、
「
読
む
こ
と
」
の
言
語
活
動
例
と

し
て
「
ウ
現
代
の
社
会
生
活
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
実
用
的
な
文
章
を
読

ん
で
内
容
を
理
解
し
、
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
話
し
合
う
こ
と
。
」
が
示
さ

れ
、
そ
の
解
説
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
実
用
的
な
文
章
」
と
は
、
一
般
的
に
は
、
具
体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね

ら
い
を
達
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
報
道
や

広
報
の
文
章
、
案
内
、
紹
介
、
連
絡
、
依
頼
な
ど
の
文
章
や
手
紙
の
ほ
か
、

会
議
や
裁
判
な
ど
の
記
録
、
報
告
書
、
説
明
書
、
企
画
書
、
提
案
書
な
ど

の
実
務
的
な
文
章
、
法
律
の
条
文
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
宣
伝
の
文
章

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な
文
章
や
電
子
メ

ー
ル
の
多
く
も
、
実
用
的
な
文
章
の
一
種
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
社
会
生
活
で
は
実
に
多
様
な
実
用
的
な
文
章

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
に
接
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

を
的
確
に
読
み
取
り
、
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
自
分
の
考
え

を
も
ち
、
話
し
合
う
の
が
こ
の
言
語
活
動
で
あ
る
。

「
実
用
的
な
文
章
」
と
は
「
一
般
的
に
は
、
具
体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね

ら
い
を
達
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
」
と
あ
り
、
そ
の
具
体
例
も
「
報
道

や
広
報
の
文
章
、
案
内
、
紹
介
、
連
絡
、
依
頼
な
ど
の
文
章
や
手
紙
の
ほ
か
、

会
議
や
裁
判
な
ど
の
記
録
、
報
告
書
、
説
明
書
、
企
画
書
、
提
案
書
な
ど
の

実
務
的
な
文
章
、
法
律
の
条
文
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
宣
伝
の
文
章
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な
文
章
や
電
子
メ
ー
ル
の
多
く
」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
『
二
〇
一
八
年
版
解
説
』
は
こ
の
記
述
を
踏
ま
え
た
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
実
用
的
な
文
章
」
に
関
す
る
記
述
は
『
二
〇
〇
九
年
版
』

に
既
に
見
ら
れ
、
『
二
〇
一
八
年
版
』
に
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
し
て
踏
襲
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

二
「
実
用
的
な
文
章
」
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
出
題
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
の
か
。
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ト
」
で
あ
っ
て
も
、
『
学
習
指
導
要
領
』
が
文
章

を
「
文
学
的
な
文
章
」
「
論
理
的
な
文
章
」
「
実

用
的
な
文
章
」
の
三
種
類
に
分
け
て
い
た
こ
と

に
基
づ
け
ば
、
消
去
法
と
し
て
「
実
用
的
な
文

章
」「
具
体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね
ら
い
を
達
す

る
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
」
と
し
て
分
類
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
生
徒
の
作
成

し
た
文
章
や
ノ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
そ
の
点
に
し
ぼ
っ

て
整
理
し
た
も
の
が
上
の
表
で
あ
る
。

表
の
最
後
に
あ
る
令
和
六
年
一
月
（
第
四
回
）

本
試
験
問
題
の
第
三
問
は
誰
が
書
い
た
「
文
章
」

な
の
か
特
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
そ

れ
を
省
い
た
と
し
て
も
、
第
一
回
か
ら
連
続
し

て
生
徒
の
書
い
た
「
ノ
ー
ト
」
や
「
文
章
」
が
出

題
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
文
章
や
ノ
ー
ト
を

「
実
用
的
な
文
章
」
と
す
る
な
ら
、
共
通
テ
ス
ト

で
は
毎
年
「
実
用
的
な
文
章
」
が
出
題
さ
れ
て
き

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、『
朝
日
新
聞
』
は
な
ぜ
「
今
年
も
『
実

表

実施年月（実施回数） 該当する大

問 

扱われている生徒作成の文

章の種類 

令和三年度（第一回）第一

回本試験問題 

第一問 課題文の「内容をよく理解

するために」作成した「ノー

ト」 

令和四年一月（第二回）本

試験問題 

第一問 「考えを整理するため」の

「メモ」 

同上 第二問 国語辞典と歳時記の内容を

整理した「ノート」 

令和四年一月（第二回）追

試験問題 

第一問 「本文を読んだ」生徒が書

いた「ノート」 

令和五年一月（第三回）本

試験問題 

第二問 生徒の書いた「構想メモ」と

「文章」 

令和五年一月（第三回）追

試験問題 

第一問 生徒の書いた「文章」 

同上 第三問 教師から配られた「プリン

ト」と生徒の「ノート」 

令和六年一月（第四回）本

試験問題 

第一問 生徒の書いた「文章」 

同上 第三問 問題本文について解説した

「文章」 

（20）
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用
的
な
文
章
』
を
読
み
解
い
て
答
え
る
問
題
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
述

べ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
「
実
用
的
な
文
章
」
の
捉
え
方
の
違
い
に

基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

『
朝
日
新
聞
』
は
「
実
用
的
な
文
章
」
と
は
「
契
約
書
や
学
校
新
聞
、
生

徒
会
規
約
と
い
っ
た
実
生
活
に
関
わ
り
が
深
い
文
章
や
資
料
」
と
し
た
。

「
実
生
活
に
関
わ
り
が
深
い
文
章
や
資
料
」
は
『
学
習
指
導
要
領
』
の
考
え

に
ほ
ぼ
沿
っ
て
い
る
が
、
前
半
の
「
契
約
書
や
学
校
新
聞
、
生
徒
会
規
約
と

い
っ
た
」
と
い
う
例
示
は
、
『
学
習
指
導
要
領
』
の
説
明
を
か
な
り
限
定
し

た
捉
え
方
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
「
契
約
書
や
学
校
新
聞
、
生
徒
会
規
約
と

い
っ
た
」
文
章
に
限
定
す
る
の
な
ら
、
共
通
テ
ス
ト
に
「
実
用
的
な
文
章
」

を
読
み
解
く
問
題
は
未
だ
出
題
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
朝
日
新
聞
』
が
こ
の
よ
う
に
「
実
用
的
な
文
章
」
を
限
定
し
て
捉
え
る

の
は
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
共
通
テ
ス
ト
実
施
を
前
に
し
て
行
っ
た
「
試

行
調
査
」
に
お
け
る
出
題
例
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

平
成
二
九
年
に
実
施
さ
れ
た
試
行
調
査
の
問
題
で
は
、
第
一
問
で
「
生

徒
会
規
約
」
と
「
学
校
新
聞
」
を
扱
っ
て
い
た
。
平
成
三
〇
年
度
の
試
行
問

題
で
は
、
第
二
問
で
「
著
作
権
法
」
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
部
科

学
省
が
平
成
二
九
年
五
月
に
公
表
し
た
「
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
仮
称
）
」

記
述
式
問
題
の
モ
デ
ル
問
題
例
」
で
は
、
「
モ
デ
ル
問
題
例
二
」
と
し
て
「
駐

車
場
使
用
契
約
書
」
を
巡
る
問
題
が
示
さ
れ
て
い
た
。
『
朝
日
新
聞
』
は
こ

れ
ら
の
例
か
ら
、
「
実
用
的
な
文
章
」
を
「
契
約
書
や
学
校
新
聞
、
生
徒
会

規
約
と
い
っ
た
実
生
活
に
関
わ
り
が
深
い
文
章
や
資
料
」
と
限
定
的
に
捉

え
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
実
用
的
な
文
章
」
の
範
囲
は
同
紙
が

例
示
し
て
い
る
よ
り
も
格
段
に
広
い
も
の
で
あ
り
、
生
徒
の
書
い
た
ノ
ー

ト
や
文
章
・
レ
ポ
ー
ト
と
い
う
形
で
は
共
通
テ
ス
ト
の
第
一
回
か
ら
出
題

さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。

三
「「
実
用
的
な
文
章
」を
読
み
解
い
て
答
え
る
」と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

こ
こ
ま
で
、
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
「
実
用
的
な
文
章
」
の
扱
い
方
の
経

緯
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、「
実
用
的
な
文
章
」
を
読
み
解

い
て
答
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
考
え
よ
う
。
そ
れ
は
、「
実
用

的
な
文
章
」
を
国
語
科
の
教
材
と
し
て
扱
う
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

で
あ
り
、
同
時
に
こ
れ
か
ら
の
共
通
テ
ス
ト
へ
の
準
備
と
し
て
の
高
等
学

校
の
国
語
科
授
業
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。

ま
ず
、
確
認
し
た
い
の
は
、
令
和
七
年
以
降
の
共
通
テ
ス
ト
で
あ
る
。
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
四
年
一
一
月
九
日
に
公
表
し
た
「
令
和
七
年

度
大
学
入
学
者
選
抜
に
係
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
出
題
教
科
・
科
目

の
出
題
方
法
等
の
予
告
」
に
お
い
て
、「
近
代
以
降
の
文
章
が
三
問
」
と
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
近
代
以
降
の
文
章
」
を
扱
う
問
題
を
こ
れ
ま
で
よ
り

も
一
題
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
増
加
分
が
ど
ん
な
文
章
を
扱

う
の
か
に
つ
い
て
、
同
年
一
二
月
二
七
日
に
公
表
し
た
「
令
和
七
年
度
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト

出
題
の
方
向
性
及
び
試
作
問
題
の
公
表
に
関
す
る

説
明
資
料
」（
以
下
「
説
明
資
料
」
と
表
記
す
る
）
で
「
令
和
七
年
度
試
験

の
主
な
変
更
点
な
ど
」
と
し
て
、
「
言
語
活
動
を
重
視
し
、
多
様
な
資
質
・
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ト
」
で
あ
っ
て
も
、
『
学
習
指
導
要
領
』
が
文
章

を
「
文
学
的
な
文
章
」
「
論
理
的
な
文
章
」
「
実

用
的
な
文
章
」
の
三
種
類
に
分
け
て
い
た
こ
と

に
基
づ
け
ば
、
消
去
法
と
し
て
「
実
用
的
な
文

章
」「
具
体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね
ら
い
を
達
す

る
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
」
と
し
て
分
類
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
生
徒
の
作
成

し
た
文
章
や
ノ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
そ
の
点
に
し
ぼ
っ

て
整
理
し
た
も
の
が
上
の
表
で
あ
る
。

表
の
最
後
に
あ
る
令
和
六
年
一
月
（
第
四
回
）

本
試
験
問
題
の
第
三
問
は
誰
が
書
い
た
「
文
章
」

な
の
か
特
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
そ

れ
を
省
い
た
と
し
て
も
、
第
一
回
か
ら
連
続
し

て
生
徒
の
書
い
た
「
ノ
ー
ト
」
や
「
文
章
」
が
出

題
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
文
章
や
ノ
ー
ト
を

「
実
用
的
な
文
章
」
と
す
る
な
ら
、
共
通
テ
ス
ト

で
は
毎
年
「
実
用
的
な
文
章
」
が
出
題
さ
れ
て
き

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、『
朝
日
新
聞
』
は
な
ぜ
「
今
年
も
『
実

表

実施年月（実施回数） 該当する大

問 

扱われている生徒作成の文

章の種類 

令和三年度（第一回）第一

回本試験問題 

第一問 課題文の「内容をよく理解

するために」作成した「ノー

ト」 

令和四年一月（第二回）本

試験問題 

第一問 「考えを整理するため」の

「メモ」 

同上 第二問 国語辞典と歳時記の内容を

整理した「ノート」 

令和四年一月（第二回）追

試験問題 

第一問 「本文を読んだ」生徒が書

いた「ノート」 

令和五年一月（第三回）本

試験問題 

第二問 生徒の書いた「構想メモ」と

「文章」 

令和五年一月（第三回）追

試験問題 

第一問 生徒の書いた「文章」 

同上 第三問 教師から配られた「プリン

ト」と生徒の「ノート」 

令和六年一月（第四回）本

試験問題 

第一問 生徒の書いた「文章」 

同上 第三問 問題本文について解説した

「文章」 
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（22）

能
力
を
問
う
た
め
大
問
を
一
つ
追
加
」
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
扱
う

文
種
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
、
文
種
に
つ
い
て
の
言

及
は
、
こ
れ
ま
で
も
特
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
回
に
限
っ
て
特
別

に
秘
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、「
説
明
資
料
」
で
は
、「
２
．
各
教
科
・
科
目
に
係
る
公
表
内
容

（
出
題
方
法
、
問
題
作
成
方
針
に
関
す
る
検
討
の
方
向
性
、
試
作
問
題
等
）
」

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
語
っ
て
い
る
。

・
必
履
修
科
目
「
現
代
の
国
語
」「
言
語
文
化
」
で
育
成
す
る
資
質
・
能

力
を
、
試
験
問
題
全
体
を
通
し
て
評
価
す
る
。  

※
１

話
合
い
や
論
述
な
ど
の
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
、「
書
く
こ
と
」

の
領
域
の
学
習
の
充
実
を
含
め
、
実
社
会
に
お
け
る
国
語
に
よ
る
諸

活
動
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
科
目  

※
２

上
代
か
ら
近
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
我
が
国
の
言
語
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
る
科
目

・
様
々
な
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
基
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
と
い

っ
た
、
言
語
活
動
を
重
視
し
、
多
様
な
資
質
・
能
力
を
問
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
大
問
を
一
つ
追
加
。

こ
こ
か
ら
は
、
「
実
社
会
に
お
け
る
国
語
に
よ
る
諸
活
動
に
必
要
な
資

質
・
能
力
」
を
視
野
に
、
「
言
語
活
動
を
重
視
し
、
多
様
な
資
質
・
能
力
を

問
う
」
問
題
が
出
題
さ
れ
る
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
、
し
か
も
、
「
様
々

な
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
基
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
」
と
い
う
言
語

活
動
が
具
体
的
に
例
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
年
一
一
月
九
日
に
「
令
和
七
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

試
作
問
題
『
国
語
』
」
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
で
、
増
加
し
た
一
問
に
つ
い
て
、

よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
「
試
作
問
題
」
は
、
か
つ
て
の
試
行
調
査
の
問
題
の
よ
う
に
実

際
に
モ
デ
ル
と
な
る
解
答
者
に
解
答
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
せ
ず
、
問
題

が
公
表
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
注
目
を
あ
び
る
こ
と
が
や

や
少
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
年
進
行
で
新

『
学
習
指
導
要
領
』
で
学
ん
だ
学
年
が
受
験
す
る
令
和
八
年
一
月
に
実
施

さ
れ
る
令
和
七
年
度
問
題
は
、
そ
の
後
の
共
通
テ
ス
ト
の
具
体
的
な
モ
デ

ル
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、「
旧
教
育
課
程
履
修
者
等
に

対
す
る
経
過
措
置
」
が
国
語
科
の
場
合
に
は
「
な
し
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
増
加
分
は
、
旧
『
学
習
指
導
要
領
』
の
内
容
に
含
ま
れ
て
い
る

と
の
認
識
に
、
少
な
く
と
も
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
は
立
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
稿
で
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
と
も
重
な

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
次
項
で
は
、
そ
の
試
作
問
題
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和

七
年
以
降
の
出
題
の
方
向
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

「
試
作
問
題
」の
検
討

公
表
さ
れ
た
「
試
作
問
題
」
は
、
Ａ
・
Ｂ
二
種
類
の
問
題
が
そ
れ
ぞ
れ
二

〇
点
配
点
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
第
Ａ
問
は
「
『
気
候
変
動
の
影
響
』
に
つ

い
て
調
べ
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
た
め
に
、
テ
ク
ス
ト
を
図
表
と
関
連
付
け

（22）
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な
が
ら
的
確
に
読
み
取
る
力
や
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
に
向
け
て
テ
ク
ス
ト

を
適
切
に
解
釈
し
、
目
次
の
内
容
や
構
成
に
つ
い
て
分
析
し
た
り
検
討
し

た
り
す
る
力
等
を
問
う
」
問
題
で
あ
り
、
第
Ｂ
問
は
「
日
本
語
の
独
特
な
言

葉
遣
い
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
場
面
を
設
定
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
を

レ
ポ
ー
ト
に
引
用
す
る
た
め
に
、
複
数
の
文
章
や
グ
ラ
フ
の
内
容
や
要
旨

を
適
切
に
解
釈
す
る
力
や
、
よ
り
よ
い
レ
ポ
ー
ト

に
す
る
た
め
に
、
レ
ポ

ー
ト
の
内
容
を
捉
え
直
し
た
り
、
根
拠
の
示
し
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
り

す
る
力
等
を
問
う
」
問
題
で
あ
る
と
、「
説
明
資
料
」
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ど
ち
ら
も
調
べ
た
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
に
書
く
と
い
う
言
語
活
動

が
設
定
さ
れ
、
第
Ａ
問
で
は
資
料
を
「
読
み
取
る
力
」
や
レ
ポ
ー
ト
の
内
容

や
構
成
に
つ
い
て
「
分
析
し
た
り
検
討
し
た
り
す
る
力
等
」
が
問
わ
れ
、
第

Ｂ
問
で
は
レ
ポ
ー
ト
に
引
用
す
る
た
め
に
複
数
の
資
料
を
「
解
釈
す
る
力
」

や
「
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
捉
え
直
し
た
り
、
根
拠
の
示
し
方
に
つ
い
て
考

察
し
た
り
す
る
力
等
」
が
問
わ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
両
者
を
比
較
す
れ
ば
、

第
Ａ
問
は
資
料
解
釈
か
ら
レ
ポ
ー
ト
の
構
想
段
階
、
第
Ｂ
問
は
レ
ポ
ー
ト

へ
の
資
料
活
用
か
ら
校
正
段
階
を
扱
っ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。両

問
で
扱
わ
れ
て
い
る
文
種
を
見
る
と
、
第
Ａ
問
は
環
境
省
、
気
象
庁

が
公
表
し
た
報
告
書
・
レ
ポ
ー
ト
か
ら
作
成
さ
れ
た
文
章
部
分
と
図
、
グ

ラ
フ
、
さ
ら
に
「
公
衆
衛
生
分
野
に
お
け
る
気
候
変
動
の
影
響
と
適
応
策
」

と
題
し
た
文
章
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
Ｂ
問
で
は
、
「
こ
と
ば
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
報
告
に
あ
る
グ
ラ
フ
と
「
役
割
語
と
日
本
語
教
育
」
と
題
し

た
文
章
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
「
実
用
的
な
文
章
」
に
当
た
る
資
料

が
扱
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
「
実
用
的
な
文
章
」
が
ど
の
よ
う
に
作
問
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

か
を
見
る
と
、
第
Ａ
問
で
は
、
問
一
で
文
章
と
図
の
内
容
と
の
対
応
、
文
章

と
図
を
用
い
た
表
現
上
の
ね
ら
い
、
問
二
で
は
「
実
用
的
な
文
章
」
と
説
明

文
の
解
釈
、
問
三
で
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
が
そ
れ
ぞ
れ
問
わ
れ
て
い
る
。

第
Ｂ
問
で
は
、
問
一
で
レ
ポ
ー
ト
の
構
成
に
適
す
る
グ
ラ
フ
デ
ー
タ
の
解

説
表
現
、
問
二
で
は
レ
ポ
ー
ト
の
文
脈
に
沿
っ
た
「
実
用
的
な
文
章
」
と
評

論
文
の
要
約
表
現
、
問
三
で
は
「
実
用
的
な
文
章
」
の
内
容
解
釈
、
問
四
で

は
レ
ポ
ー
ト
の
校
正
が
そ
れ
ぞ
れ
問
わ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
「
実
用
的

な
文
章
」
で
も
グ
ラ
フ
や
図
を
含
ん
で
い
る
が
、
設
問
は
そ
の
「
実
用
的
な

文
章
」
と
生
徒
が
作
成
し
て
い
る
レ
ポ
ー
ト
の
関
係
、
つ
ま
り
言
語
活
動

の
中
で
課
題
と
な
る
力
を
問
う
と
い
う
設
問
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
第
Ａ
問
の
問
二
で
「
実
用
的
な
文
章
」
と
説
明
文
の
解
釈
を
問

う
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
か
否
か
が
問
わ
れ
て
お

り
、
部
分
的
な
表
現
の
解
釈
が
問
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
第

Ｂ
問
の
問
一
で
グ
ラ
フ
デ
ー
タ
の
解
説
表
現
を
問
う
場
合
で
は
、
次
の
よ

う
に
設
問
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
生
徒
の
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

Ｘ

に
も
着
目
す
る
と
、
男
女
の
言
葉
遣
い
の
違
い
を
認
識
し
て

い
る
も
の
の
、
女
性
ら
し
い
と
さ
れ
て
い
た
言
葉
遣
い
が
あ
ま
り
用
い

ら
れ
ず
、
逆
に
男
性
ら
し
い
と
さ
れ
る
言
葉
遣
い
を
し
て
い
る
女
性
も

（22）

能
力
を
問
う
た
め
大
問
を
一
つ
追
加
」
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
扱
う

文
種
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
、
文
種
に
つ
い
て
の
言

及
は
、
こ
れ
ま
で
も
特
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
回
に
限
っ
て
特
別

に
秘
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、「
説
明
資
料
」
で
は
、「
２
．
各
教
科
・
科
目
に
係
る
公
表
内
容

（
出
題
方
法
、
問
題
作
成
方
針
に
関
す
る
検
討
の
方
向
性
、
試
作
問
題
等
）
」

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
語
っ
て
い
る
。

・
必
履
修
科
目
「
現
代
の
国
語
」「
言
語
文
化
」
で
育
成
す
る
資
質
・
能

力
を
、
試
験
問
題
全
体
を
通
し
て
評
価
す
る
。  

※
１

話
合
い
や
論
述
な
ど
の
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
、「
書
く
こ
と
」

の
領
域
の
学
習
の
充
実
を
含
め
、
実
社
会
に
お
け
る
国
語
に
よ
る
諸

活
動
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
科
目  

※
２

上
代
か
ら
近
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
我
が
国
の
言
語
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
る
科
目

・
様
々
な
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
基
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
と
い

っ
た
、
言
語
活
動
を
重
視
し
、
多
様
な
資
質
・
能
力
を
問
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
大
問
を
一
つ
追
加
。

こ
こ
か
ら
は
、
「
実
社
会
に
お
け
る
国
語
に
よ
る
諸
活
動
に
必
要
な
資

質
・
能
力
」
を
視
野
に
、
「
言
語
活
動
を
重
視
し
、
多
様
な
資
質
・
能
力
を

問
う
」
問
題
が
出
題
さ
れ
る
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
、
し
か
も
、
「
様
々

な
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
基
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
」
と
い
う
言
語

活
動
が
具
体
的
に
例
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
年
一
一
月
九
日
に
「
令
和
七
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

試
作
問
題
『
国
語
』
」
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
で
、
増
加
し
た
一
問
に
つ
い
て
、

よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
「
試
作
問
題
」
は
、
か
つ
て
の
試
行
調
査
の
問
題
の
よ
う
に
実

際
に
モ
デ
ル
と
な
る
解
答
者
に
解
答
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
せ
ず
、
問
題

が
公
表
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
注
目
を
あ
び
る
こ
と
が
や

や
少
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
年
進
行
で
新

『
学
習
指
導
要
領
』
で
学
ん
だ
学
年
が
受
験
す
る
令
和
八
年
一
月
に
実
施

さ
れ
る
令
和
七
年
度
問
題
は
、
そ
の
後
の
共
通
テ
ス
ト
の
具
体
的
な
モ
デ

ル
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、「
旧
教
育
課
程
履
修
者
等
に

対
す
る
経
過
措
置
」
が
国
語
科
の
場
合
に
は
「
な
し
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
増
加
分
は
、
旧
『
学
習
指
導
要
領
』
の
内
容
に
含
ま
れ
て
い
る

と
の
認
識
に
、
少
な
く
と
も
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
は
立
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
稿
で
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
と
も
重
な

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
次
項
で
は
、
そ
の
試
作
問
題
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和

七
年
以
降
の
出
題
の
方
向
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

「
試
作
問
題
」の
検
討

公
表
さ
れ
た
「
試
作
問
題
」
は
、
Ａ
・
Ｂ
二
種
類
の
問
題
が
そ
れ
ぞ
れ
二

〇
点
配
点
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
第
Ａ
問
は
「
『
気
候
変
動
の
影
響
』
に
つ

い
て
調
べ
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
た
め
に
、
テ
ク
ス
ト
を
図
表
と
関
連
付
け

（23）
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少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

設
問
は
、
こ
の
空
欄

Ｘ

に
入
る
言
葉
を
「
【
レ
ポ
ー
ト
】
の
展
開
を

踏
ま
え
」
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
伝
え
る
グ
ラ
フ
の
説
明
と
し
て

適
切
な
も
の
を
選
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
選
択
肢
は
次
の
五
つ
で

あ
る
。

①

「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
使
わ
な
い
女
子
は
六

割
近
く
に
の
ぼ
り
、
「
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
う
ま
い
ね
！
」
を
使
わ

な
い
男
子
は
二
割
を
超
え
て
い
る
こ
と

②

「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
使
う
女
子
は
三
割
程

度
に
と
ど
ま
り
、
「
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
う
ま
い
ね
！
」
を
使
う
女
子

は
三
割
を
超
え
て
い
る
こ
と

③

「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
使
わ
な
い
女
子
は
六

割
近
く
に
の
ぼ
り
、
「
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
う
ま
い
ね
！
」
を
使
わ
な

い
男
女
は
四
割
近
く
に
の
ぼ
る
こ
と

④

「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
使
わ
な
い
女
子
は
六

割
近
く
に
の
ぼ
り
、
「
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
う
ま
い
ね
！
」
を
使
う
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
女
子
は
一
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

⑤

「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
使
う
女
子
は
三
割
程

度
に
と
ど
ま
り
、
「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
男
女
ど

ち
ら
が
使
っ
て
も
い
い
と
考
え
る
人
は
三
割
近
く
に
の
ぼ
る
こ
と

こ
の
選
択
肢
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
数
字
の
読
み
取
り
自
体
は
全

て
適
し
た
も
の
で
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
女
性
の
使
う
言
葉
遣
い
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
空
欄
に
入
る
説
明
と
し
て
は
女
性
に
つ

い
て
の
デ
ー
タ
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
必
要
で
あ
る
。
一
貫
し
て
女
性
の

言
葉
遣
い
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
は
②
と
④
で
あ
り
、
こ
の

段
階
で
二
択
と
な
る
。
さ
ら
に
「
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
う
ま
い
ね
！
」
を
使

う
と
い
う
デ
ー
タ
に
着
目
し
て
い
る
②
が
正
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
デ

ー
タ
の
数
字
の
正
誤
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
レ
ポ
ー
ト
の
文
脈
上
、

注
目
す
べ
き
デ
ー
タ
を
選
ぶ
と
い
う
判
断
を
問
う
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
文
章
が
グ
ラ
フ
で
扱
わ
れ
て
い
る
要
素
の
ど

の
部
分
に
注
目
し
て
引
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
問
う
て
お
り
、
グ

ラ
フ
デ
ー
タ
の
具
体
的
な
数
値
を
読
み
取
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
は

な
い
。
問
題
例
の
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
、
『
学
習
指
導
要
領
』
「
現
代
の
国
語
」

の
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
事
項
イ
「
目
的
に
応
じ
て
、
文
章
や
図
表
な
ど
に

含
ま
れ
て
い
る
情
報
を
相
互
に
関
係
付
け
な
が
ら
、
内
容
や
書
き
手
の
意

図
を
解
釈
し
た
り
、
文
章
の
構
成
や
論
理
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
評
価
し

た
り
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
」
な
ど
に
対
応
し
た

設
問
と
な
っ
て
い
る
。

「
試
作
問
題
」
で
は
、
「
実
用
的
な
文
章
」
を
読
み
取
る
べ
き
素
材
と
し

て
扱
い
な
が
ら
な
が
ら
も
、
そ
こ
で
問
う
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
『
学

習
指
導
要
領
』
の
「
読
む
こ
と
」
で
指
導
す
べ
き
事
項
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
「
文
学
的
な
文
章
」
「
論

理
的
な
文
章
」
「
実
用
的
な
文
章
」
と
文
種
を
分
け
て
捉
え
て
も
、
そ
れ
ら

を
用
い
て
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
を
行
う
点
で
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
も
、
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そ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
目
的
に
応
じ
て
」
読
む
こ
と
で
あ
る
。

「
実
用
的
な
文
章
」
の
読
み
と
い
う
特
殊
な
読
み
方
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。

四

授
業
実
践
に
向
け
て

本
稿
で
は
、
共
通
テ
ス
ト
で
「
実
用
的
な
文
章
」
が
ど
の
よ
う
な
形
で
扱

わ
れ
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
た
ど
っ
た
。
そ
し
て
、
令
和
八
年
一
月
実

施
以
降
の
出
題
を
想
定
し
た
「
試
作
問
題
」
か
ら
、
今
後
の
方
向
性
も
確
認

し
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

一
、
「
実
用
的
な
文
章
」
と
文
種
を
分
け
て
も
、
受
験
生
の
生
活
か
ら
全

く
解
離
し
た
活
動
や
場
面
は
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
そ

こ
で
扱
わ
れ
る
「
実
用
的
な
文
章
」
も
受
験
生
に
と
っ
て
別
世
界
の
存

在
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

二
、
グ
ラ
フ
な
ど
の
デ
ー
タ
が
扱
わ
れ
て
も
そ
こ
で
数
値
を
読
み
取
る

こ
と
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
言
語
活
動
の
中
で
そ

の
資
料
を
ど
う
用
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と

三
、
「
実
用
的
な
文
章
」
の
特
殊
な
読
み
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
の

文
種
に
於
て
も
『
学
習
指
導
要
領
』
の
求
め
る
「
読
む
こ
と
」
の
指
導

事
項
の
内
容
に
関
し
て
設
問
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

令
和
八
年
一
月
実
施
以
降
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
、『
二
〇
一
八
年
版
』

で
示
さ
れ
て
い
る
、
二
つ
の
必
履
修
科
目
で
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
は
次
の

と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
設
問
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
現
代
の
国
語
」
で
は
、

ア

文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
論
理
の
展
開
な
ど
に

つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
、
要
旨
や
要
点
を
把
握
す
る
こ
と
。

イ

目
的
に
応
じ
て
、
文
章
や
図
表
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
を
相

互
に
関
係
付
け
な
が
ら
、
内
容
や
書
き
手
の
意
図
を
解
釈
し
た
り
、
文

章
の
構
成
や
論
理
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
評
価
し
た
り
す
る
と
と
も

に
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
。

次
に
、
「
言
語
文
化
」
で
は
、

ア

文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙

述
を
基
に
的
確
に
捉
え
る
こ
と
。

イ

作
品
や
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
捉

え
、
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と
。

ウ

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
、
表
現
の
特
色
に
つ
い
て
評
価

す
る
こ
と
。

エ

作
品
や
文
章
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と
の
関
係
を
踏

ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
る
こ
と
。

オ

作
品
の
内
容
や
解
釈
を
踏
ま
え
、
自
分
の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、

考
え
方
を
深
め
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も

つ
こ
と
。

さ
ら
に
、「
言
語
文
化
」
の
言
語
活
動
例
と
し
て
先
に
引
用
し
た
よ
う
に

「
ア

論
理
的
な
文
章
や
実
用
的
な
文
章
を
読
み
、
そ
の
内
容
や
形
式
に

つ
い
て
、
引
用
や
要
約
な
ど
を
し
な
が
ら
論
述
し
た
り
批
評
し
た
り
す
る

（24）

少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

設
問
は
、
こ
の
空
欄

Ｘ

に
入
る
言
葉
を
「
【
レ
ポ
ー
ト
】
の
展
開
を

踏
ま
え
」
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
伝
え
る
グ
ラ
フ
の
説
明
と
し
て

適
切
な
も
の
を
選
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
選
択
肢
は
次
の
五
つ
で

あ
る
。

①

「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
使
わ
な
い
女
子
は
六

割
近
く
に
の
ぼ
り
、
「
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
う
ま
い
ね
！
」
を
使
わ

な
い
男
子
は
二
割
を
超
え
て
い
る
こ
と

②

「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
使
う
女
子
は
三
割
程

度
に
と
ど
ま
り
、
「
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
う
ま
い
ね
！
」
を
使
う
女
子

は
三
割
を
超
え
て
い
る
こ
と

③

「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
使
わ
な
い
女
子
は
六

割
近
く
に
の
ぼ
り
、
「
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
う
ま
い
ね
！
」
を
使
わ
な

い
男
女
は
四
割
近
く
に
の
ぼ
る
こ
と

④

「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
使
わ
な
い
女
子
は
六

割
近
く
に
の
ぼ
り
、
「
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
う
ま
い
ね
！
」
を
使
う
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
女
子
は
一
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

⑤

「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
使
う
女
子
は
三
割
程

度
に
と
ど
ま
り
、
「
こ
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
よ
ね
？
」
を
男
女
ど

ち
ら
が
使
っ
て
も
い
い
と
考
え
る
人
は
三
割
近
く
に
の
ぼ
る
こ
と

こ
の
選
択
肢
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
数
字
の
読
み
取
り
自
体
は
全

て
適
し
た
も
の
で
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
女
性
の
使
う
言
葉
遣
い
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
空
欄
に
入
る
説
明
と
し
て
は
女
性
に
つ

い
て
の
デ
ー
タ
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
必
要
で
あ
る
。
一
貫
し
て
女
性
の

言
葉
遣
い
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
は
②
と
④
で
あ
り
、
こ
の

段
階
で
二
択
と
な
る
。
さ
ら
に
「
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
う
ま
い
ね
！
」
を
使

う
と
い
う
デ
ー
タ
に
着
目
し
て
い
る
②
が
正
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
デ

ー
タ
の
数
字
の
正
誤
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
レ
ポ
ー
ト
の
文
脈
上
、

注
目
す
べ
き
デ
ー
タ
を
選
ぶ
と
い
う
判
断
を
問
う
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
文
章
が
グ
ラ
フ
で
扱
わ
れ
て
い
る
要
素
の
ど

の
部
分
に
注
目
し
て
引
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
問
う
て
お
り
、
グ

ラ
フ
デ
ー
タ
の
具
体
的
な
数
値
を
読
み
取
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
は

な
い
。
問
題
例
の
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
、
『
学
習
指
導
要
領
』
「
現
代
の
国
語
」

の
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
事
項
イ
「
目
的
に
応
じ
て
、
文
章
や
図
表
な
ど
に

含
ま
れ
て
い
る
情
報
を
相
互
に
関
係
付
け
な
が
ら
、
内
容
や
書
き
手
の
意

図
を
解
釈
し
た
り
、
文
章
の
構
成
や
論
理
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
評
価
し

た
り
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
」
な
ど
に
対
応
し
た

設
問
と
な
っ
て
い
る
。

「
試
作
問
題
」
で
は
、
「
実
用
的
な
文
章
」
を
読
み
取
る
べ
き
素
材
と
し

て
扱
い
な
が
ら
な
が
ら
も
、
そ
こ
で
問
う
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
『
学

習
指
導
要
領
』
の
「
読
む
こ
と
」
で
指
導
す
べ
き
事
項
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
「
文
学
的
な
文
章
」
「
論

理
的
な
文
章
」
「
実
用
的
な
文
章
」
と
文
種
を
分
け
て
捉
え
て
も
、
そ
れ
ら

を
用
い
て
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
を
行
う
点
で
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
も
、
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活
動
。
」
と
い
う
活
動
が
例
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
説
と
し
て
は
次
の

よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
（
『
二
〇
一
八
年
版
解
説
』
）。

こ
れ
ら
の
文
章
を
読
ん
で
、
そ
の
内
容
や
形
式
に
つ
い
て
論
述
し
た

り
批
評
し
た
り
す
る
活
動
を
行
う
際
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
引
用
や
要
約

な
ど
を
す
る
こ
と
で
、
文
章
の
構
造
と
内
容
を
的
確
に
把
握
し
た
り
、
解

釈
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
論
述
や
批
評
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
把
握
し
た
構
造
や
内
容
の
ど
こ
を
重
視
し
て
い
る
か
、
表
現
の

仕
方
の
特
長
や
課
題
な
ど
形
式
に
つ
い
て
の
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
安
全
と
は
何
か
を
論
じ
た
複
数
の
論
説
文
を

読
み
比
べ
て
書
き
手
の
考
え
や
論
じ
方
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
ど
ち

ら
が
適
切
か
に
つ
い
て
本
文
を
引
用
し
な
が
ら
論
述
す
る
活
動
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。（
ゴ
チ
ッ
ク
は
原
文
に
よ
る
）

こ
こ
で
は
、「
引
用
や
要
約
な
ど
を
し
な
が
ら
論
述
し
た
り
批
評
し
た
り

す
る
活
動
」
に
よ
っ
て
、
「
把
握
し
た
構
造
や
内
容
の
ど
こ
を
重
視
し
て
い

る
か
、
表
現
の
仕
方
の
特
長
や
課
題
な
ど
形
式
に
つ
い
て
の
考
え
を
明
ら

か
に
す
る
」
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な

る
文
章
は
「
実
用
的
な
文
章
」
「
論
理
的
な
文
章
」
の
両
方
で
あ
る
。
「
実

用
的
な
文
章
」
が
何
か
特
別
な
読
む
力
を
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。私

た
ち
は
国
語
科
の
指
導
実
践
の
な
か
で
、
「
実
用
的
な
文
章
」
も
特
別

視
す
る
こ
と
な
く
、
「
目
的
に
応
じ
て
」
「
情
報
を
相
互
に
関
係
付
け
な
が

ら
、
内
容
や
書
き
手
の
意
図
を
解
釈
し
た
り
、
文
章
の
構
成
や
論
理
の
展

開
な
ど
に
つ
い
て
評
価
し
た
り
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る

こ
と
」
と
い
う
よ
う
な
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
を
心
掛
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
ろ
う
。
受
験
生
に
余
分
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

（
く
ま
が
い
よ
し
ろ
う
／
聖
学
院
大
学
人
文
学
部
）
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